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 京都府地球温暖化防止活動推進センターは、府
内の温暖化防止活動を様々な面からサポートし、
一層活性化させることを目的に活動するセン
ターです。平成 15 年 10 月 10 日、府内の多様
な団体が連携し新たに立ち上げた NPO 法人　京
都地球温暖化防止府民会議が京都府知事からセ
ンターとしての指定を受け、その活動を開始し
ました。
　京都府地球温暖防止活動推進センターの活動
は、国、京都府、府内の多様な団体、会員の皆
様などのご支援によって支えられています。

京都府地球温暖化防止活動推進センター
設立10周年！特集
特集1
鼎談企画報告
これからの地球温暖化対策、そして私たちの暮らし
特集2
おかげさまで　設立10周年
年表でふりかえる京都府センターの10年

活動レポート
学校給食や社員食堂でできる温暖化防止
ー 地 産 地 消 で フ ー ド ・ マ イ レ ー ジ 減 ー

第6期地球温暖化防止活動推進員
府内各地で活躍中！part2

お知らせ
今年もやります、カエデ紅葉日調査
市民の手で生物季節観測を続けよう！
2013年サクラの開花調査報告
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No.38京都府地球温暖化防止活動推進センター通信 秋
うぉーみんぐ
地球温暖化問題に取り組む人のための通信です。 実践活動への意欲を、 アイデアを、 仲間同士の関係を、 ホットに温めます！

京都府立植物園のカエデ（関連記事p8）

舞鶴漁港で競り市の見学（関連記事p5）

理事3名による鼎談企画（総会にて　関連記事p2.3）
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TITLE　

これからの地球温暖化対策、
そして私たちの暮らし

宗田　2011年3月の東日本大震災をきっかけに、
日本政府は温室効果ガス25%削減という目標をゼ
ロベースで見直そうとしています。IPCC（気候変
動に関する政府間パネル）の第5次報告書が間も
なく出るわけですが、転換期である今、どのよう
な対策ができるのでしょうか。

浅岡　アメリカと中国が、2国で世界の半分近く
の排出量を占め、国際交渉でもこの2国が大きな
ウェイトを占めています。国連は一国一票主義な
ので、貧しい国や災害を受けている国の問題をク
ローズアップすることができますが、やはり大国
の発言力は大きいです。

郡嶌　アメリカのシェールガス革命と北米のサン
ドオイル革命が、状況を大きく変えています。オ
バマ大統領はエネルギー資源の海外依存から脱し
ようとしていますが、それは脱中東にはなっても
脱化石資源になるわけではない。

宗田　再生可能エネルギーは、今後どのように伸び
ていくのでしょうか。シェールガスなどが登場し、
下手をすると埋没してしまうような気がします。

郡嶌　シェールガスは、アメリカ国内で新たな環
境問題を生み出しています。パイプライン敷設に
よる森林破壊や、有機剤使用による地下水汚染。
森林や水を守りたいグループと、温暖化を防止し
たいグループが対立しているのです。
　エネルギー資源の脱中東依存により、中東はヨ
ーロッパに売り込みをかけており、今までヨーロ
ッパに天然ガスを売ってきたロシアが苦戦にさら
されています。そうするとロシアは日本に売り込
みをかけ・・・と環境問題は政治問題に発展して
います。

浅岡　ハリケーン、大水害、北極海の夏場の氷の
減少など、既に気候変動の被害が出てきている。
再生可能エネルギーは、そういった危機感から伸
びてきていて、これは経済にプラスの影響を与え

この秋、当NPO法人、そして京都府地球温暖化防止活動推進センタ
ーは設立10周年を迎えます。今回の特集では、特集1として6月の
総会で行われた理事3名の鼎談企画の報告を、さらに特集2では、
これまでセンターが歩んできた10年間を年表でふりかえります。

鼎談企画報告

京都府地球温暖化防止活動推進センター

設立　　周年！特集

特集1
去る6月29日、当NPO法人の総会において理事3名の
鼎談企画を行いましたので、内容をご紹介します。

郡嶌　孝
同志社大学教授
当法人理事長

浅岡　美恵
弁護士
当法人副理事長

宗田　好史
京都府立大学教授
当法人理事

1 地球温暖化をめぐる政治情勢 2 エネルギーをめぐる国際的な動き
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特集-とくしゅう-

ています。

郡嶌　ドイツでは、北部に風力発電設備ができて、南
部の工業地帯で電力を使っている。それで、送電線の
敷設による森林破壊が問題になって、風力発電は海上
に出さざるをえないという話になってきている。
　再生可能エネルギーは普及しつつあるが、それがま
た違った問題を引き起こしていることは、感じなけれ
ばいけません。

宗田　東京電力福島第一原発の事故は、世界に大きな
衝撃を与えました。ここで世界の温暖化防止の動きと
日本の動きが切り離されたように感じます。
　日本の意思決定は、再生可能エネルギー推進の方向
にはなかなか動かない。根底にある国民の意識改革
と、社会システムの変革が必要だと思います。

浅岡　低炭素でかつ原子力に頼らずに、地域での素敵
な暮らしを目指したい。原発事故を経験して、日本国
民として身に染みて思いました。

郡嶌　我々が原子力をなくさねばと思っている中で、隣
国の韓国では原発設置に国が助成していて、中国も原発
を増設している。再生可能エネルギーについても、環境
を守りたいと思っている人同士の考え方が違ってきてい
る。我々としては、そういった論点を整理し、外にある
程度示せるようにしないといけませんね。

浅岡　政治の事情は複雑だけど、私たちにできること
は、省エネ・節電をすすめ、再生可能エネルギーを増
やしていくことに尽きます。日本はほとんどのエネル
ギーを海外から買っているけど、買う量を減らすこと
は国内経済にとって大切なことです。

宗田　省エネと再生可能エネルギーについては、京都
の産業界が技術を持っています。

浅岡　京都には先端企業がありますから、この点から
世界に貢献できますね。
　京都府内でも、地域によって気候や条件が大きく異
なります。地域の暮らし方をみて、地域にあった再生

可能エネルギーを増やす、増やすために何をやったら
よいかを考える、これは大事な課題だと思います。
　そして、エネルギーを大量に使っている都市部で
は、省エネ・節電は発電と同等のこと。まだ気がつい
ていない人をどうやって動かすかが課題ですね。

郡嶌　国の環境政策は、リバウンドばかり起こしてい
ます。エコポイントなど補助金を出してテレビを買い
換えさせたら、大型化した。正しい政策とは、リバウ
ンドが起こらないように、課税するなどして消費を抑
制することだと思います。省エネは、技術の開発と同
時に、ライフスタイルを同程度に納めることをしなけ
ればならないと、パラドックスが起こります。
　
宗田　省エネ住宅が普及して、京都らしい町家がなく
なったら、これもパラドックスですよね。センターの活
動は、これに陥らないように気をつけてきたつもりです
し、次の10年を考えるうえでも大切にしたいです。

郡嶌　2006年以降、脱石油、つまり低炭素型のまち
づくりが広がってきました。地域や文化に根ざした省
エネ型ライフスタイルを発信できるのが京都だと思い
ます。

浅岡　京都は素敵な街ではあるけれど、もっと街の中
を歩いて楽しんだり、自転車で通れるようなよい環境
がほしい。歩く人や自転車を大切にしながら賑わって
いる街が外国にはあるので、それを見習って、10年
20年かかっても実現してほしいですね。

郡嶌　省エネは「足るを知る」ことであり、自覚的に
断念することです。リバウンド、パラドックスという
大きな落とし穴に落ちないように、文化や知恵を活か
すのが京都のやり方であり、京都が全世界に対して発
信できることだと思います。

宗田　京都人が持っているライフスタイルや価値観、
生活文化の面で、どう省エネをすすめるかという話で
すね。

浅岡　世界や日本の動きは不可欠だけど、最後に力を
発揮するのは私たち一人ひとりだと思います。地域の
力、センターの重要性はそこにこそあると思います。

3 京都から、私たちからできること
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年表でふりかえる
京都府センターの10年

特集2
　平成15年10月10日に産声を上げた当センターは、無事に設立10周年を
迎えることができました。この間、多大なるご支援を賜りました皆様に
厚く御礼申し上げます。
　10年前は、まだ全国的に地域センターの役割自体が明確ではなく、手
探り状態での活動開始でしたが、府域の様々な方々と連携して実際に活
動する中で多くのことを教えていただき、少しずつではありますが歩み
を進めることができました。この10年で培った経験と、皆様とのネット
ワークという最大の財産をベースに、次の10年の活動に臨みたいと思い
ます。引き続き、ご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

おかげさまで　設立10周年

センター設立

省エネ製品普及キャンペーン実施
京のアジェンダ21フォーラムや宮津市エ
コネットワーク、京都府電機商業組合連
合会等と連携して、省エネラベルを活用
したキャンペーンを実施。

みどりのカーテン普及拡大支援
八幡市環境市民ネット等と連携して、みど
りのカーテンに関する実証実験を実施。推
進員の皆様や専門家から教えていただいた
ノウハウをまとめた冊子を作成。

きょうとE C O - 1グランプリ開催
3年にわたり温暖化対策のコンテストを
開催し、先進的な取組の情報を収集・
発信。グランプリ受賞団体は、全国大
会へ。

中 小 企 業 の
省 エ ネ 支 援
きょうとECO-1グラ
ンプリで特別賞「環
境研究開発賞シニア
部門」を受賞した京
都シニアベンチャー
ク ラ ブ 連 合 会 と 連
携。京都府の委託を
受けて中小企業の省
エネ無料診断を実施
して、省エネ＋コス
ト削減を支援。

低 炭 素 型 食 の
好 循 環 づ く り
社 員 食 堂 や 学 校 給
食 で の 京 都 産 食 材
利 用 に よ る フ ー ド
マ イ レ ー ジ 削 減 、
ト ラ ク タ ー 等 で の
バ イ オ デ ィ ー ゼ ル
燃 料 に よ る 軽 油 使
用 量 削 減 な ど の 取
組 を 府 域 の 様 々 な
団 体 と 連 携 し て を
実施。

★第1期推進員84名委嘱

取組は全国に波及。これを受け、経
済産業省が「統一省エネラベル」を
制定。
京都府・京都市は温暖化対策条例の
中で、主な家電製品に省エネラベル
を貼付することを義務化。

★第2期推進員166名委嘱

府域全域で推進員らによりみどりのカ
ーテンづくりが実施されるようにな
り、夏の省エネ策として定着。

★第３期推進員221名委嘱

全国大会に出場した京都代表は、下記
の通り高く評価され、全国から注目を
集めて波及。

★第４期推進員284名委嘱

★第５期推進員273名委嘱

推進員による年間活動回数がのべ1300
回以上に到達。

★第６期推進員321名委嘱

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

セ ン タ ー の 活 動

ウッドマイレージC O 2認証制度
公共土木事業向け製品を対象として認証
制度スタート
住宅建築用資材に対象を拡大

平成19年

平成20年
平成21年

平成20年

京都府立北桑田高等学校
森林リサーチ科－最優秀賞
京都市立雲ヶ畑小学校－最優秀賞
長岡中央商店街振興組合－銀賞

夏 休 み 省 エ ネ チ ャ レ ン ジ
参加世帯数が1万人を超える

推 進 員 や 地 域 の 動 き

特集-とくしゅう-

年 度
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　きょうと風土コンソーシアム（事務局：当セン
ター）では、「低炭素型　食の好循環づくりプロジェ
クト」の一環として、社員食堂や学校給食等での地産
地消を推進しています。
　今年も8月5日、9月2日の2回、地産地消推進を目
的に「京都産食材勉強会」を実施しました。
　まず、8月5日（月）には、山城南部地区と南丹地
区の栄養教諭30名と共に舞鶴漁港へ。競り市や、魚
の冷凍切り身等を作る加工場を見学したあと、調理
実習で水産物の素材の味を確かめました。
　生産者や流通関係者との意見交換会では、積極的
に京都府産水産物を利用したいという意見が、多く
の先生たちから出され、導入のための具体的な情報
（数量、大きさ、入手方法、注文方法など）交換の
場となりました。

学 校 給 食 や 社 員 食 堂 で で き る 温 暖 化 防 止
ー 地 産 地 消 で フ ー ド ・ マ イ レ ー ジ 減 ー

　9月2日（月）には、大阪ガス（株）京滋リビング
営業部の協力を得て、「試してみませんか？社員食
堂で~京都の山の鹿肉　京都の海のお魚~」という
タイトルで社員食堂関係者向け勉強会を実施し、27
名の参加者がありました。京都府産水産物や京都産
豚肉加工品、与謝野産「京の豆っこ米」などととも
に京都の鹿肉についても紹介しました。さらに「鹿
肉」をキーワードに「京都府における野生鳥獣の被
害と対策について」など京都の森林の現状について
学んでいただく機会としました。
　学校給食や社員食堂で秋以降、地元産食材が利用
されることが期待されます。

低炭素型食の好循環プロジェクト　詳細はこちら
http://www.kcfca.or.jp/jigyou/ecolife/post-4.html

　地産地消メニューを提供すると、食材の輸送に伴うCO2排出を削減する効果が
あります。
　今年の秋・冬のメニューで京都府産食材を利用して、温暖化防止に貢献してく
れる団体を募集しています。　企業のCSR活動、環境保全活動、さらには地域の
活性化にもつながるキャンペーンにぜひご協力下さい。

「京都府地球温暖化防止活動推進センターの主な活動を報告します。」

参加団体募集中

Ｃ Ｏ Ｌ Ｕ Ｍ Ｎ

キャンペーンの詳細については、こちらまで。
http://www.kcfca.or.jp/jigyou/ecolife/foodh25campain.html

期間中1日以上社員（学生）食堂等で京都府産食材を
利用したメニューを提供し、実施報告を提出する。

2013年11月～12月　実施期間

実施内容

社 員 食 堂 で
地 産 地 消

＝

温 暖 化 防 止
キャンペーン

活 動 レ ポ ー ト

競り市の見学8/5

調理実習8/5 競り市8/5 調理実習8/5

府内産の食材を使った料理9/2
勉強会9/2

府内産の食材を使った料理9/2
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　今年2013年は京都府温暖化防止センター設立から10年目。温暖化防止活動推進
員の委嘱は6期目を迎え、推進員さんの中には、1期目から活躍されている方も。
今年も、京都府での温暖化防止活動をさらに盛り上げます。
　そんな推進員さんたちの各地での活動について、前号（37号）では、南丹市、
綾部市、京都市の3つの地域を取り上げてお届けしましたが、今号では、宇治市と
京田辺市の2つの事例を紹介します。

　パソコンの診断ソフトを活用し、来

場者に省エネアドバイスを行う「省エ

ネ相談所」。宇治市で初めて開催した

のは2007年。地元のママ向けイベント

で、当センター職員の参加に推進員が

協力して実施しました。

　翌2008年もセンター職員と一緒に開

催したのですが、2009年3月に「宇治

市地球温暖化対策推進パートナーシッ

プ会議（ecoット宇治）」が誕生。同

年から地元メンバーだけで省エネ相談

所をスタートし、それ以来5年間にわ

たって、市役所ロビーで毎月1回開催

しています。加えて地元スーパーでも

不定期で開催し、開始以来の来場者数

は1500人を超えました。

　担当しているのはecoット宇治の

「エコライフ推進グループ」。月に1

回ミーティングを行い、省エネ学習や

相談所スタッフを決定します。最初の

頃は当センターから道具を貸し出して

いましたが、現在ではecoット宇治の

予算で省エネグッズ等を購入し、パソ

コン・プリンタ・机・椅子は市役所が

用意するかたちで、自主運営をしてい

ます。

　「もっと知識をつけてステップアッ

プしたい！」「イベント用の活動ユニ

フォームをつくりたい！」「出前学習

会もやりたい！」メン

バーたちの夢はふくら

みます。来年は来場者

数2000人を達成する予

定です！

第6期

part2

「省エネ相談所」を毎月開催！

宇 治 市
宇治市

来場者と話が弾みます。 オリジナルの
の ぼ り 旗

事前アンケートに記入中
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　去る8月27日、京田辺市東住宅自治会で、町

内の地蔵盆にあわせて「こどもエコ祭り」が

行われました。

　町内在住の推進員の発案により、「できる

だけごみが出ないお祭りにしよう」「子ども

たちに環境問題を楽しく学んでもらおう」と

いうテーマで開催。地域住民、京田辺市の推

進員、「きょうたなべ環境市民パートナーシ

ップ」のメンバー等が協力し、「旬のくだも

の・やさい当てゲーム」「手回し発電で走る

地蔵盆にあわせて「こどもエコ祭り」

京 田 辺 市
京田辺市

ミニ電車」「使わなくなったおもちゃの交換

会『かえっこバザール』」「牛乳パックでリ

サイクル工作」など、楽しい催しが盛りだく

さん。また、食べものコーナーはマイ食器の

持参を呼びかけ、ごみの少ないお祭りになり

ました。

　会場となった公民館は、間もなく取り壊さ

れ、新しく生まれ変わるそうです。長年親し

んだ建物に「ありがとう」の想いを込めた集

いでもありました。

旬ゲームとごみ分別ゲーム
手回し発電で電車が走る！
竹のトンネルは山城地域ならでは？

牛乳パックと太陽電池の電子オルゴールで
「メロディーハウス工作」

地域の子どもたちの
健やかな成長を祈って・・・
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法人の活動を支えてくださる会員を募集しています！

　年度会費　正会員 （個人） ： 2,000 円　正会員 （団体） ： 3,000 円

準会員 （個人） ： 2,000 円　準会員 （団体） ： 3,000 円

賛助会員 ： 10,000 円

詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

この印刷物は、古紙配合率 100％の再生紙に、植物油インキで、風力発電による自然エネルギーを使って印刷しています。

Information

「地球温暖化による生きものの影響」を
調査から読み取ろうと2008年度から始め
た「サクラ開花日・カエデ紅葉日」調査
ですが、今年の秋もイロハカエデを中心
に紅葉日調査を実施します。調査標本木
を決めて毎年観察してくださっている方
はぜひ今年も、また初めての方は是非今
年からご参加下さい。
　とりわけ舞鶴気象台が無人化され「生

お 知 ら せ

　2013年のソメイヨシノの開花日
及び満開日は、昨年に比べてかな
り早く、満開日が昨年の開花日く
らいでした。開花が遅い地点は満
開までの日がとても短く、開花か
ら3日で満開になった地点もありま
した。

（分析：龍谷大学　増田啓子教授）

物季節観測」が無くなることもあり、今
年の秋からの京都府北部の観察記録はと
ても貴重なデータとなります。北部にお
住いのみなさまの積極的なご参加をお待
ちしています。

　調査方法および調査用紙は温暖化防止
センターのwebサイトからダウンロードで
きます。http://www.kcfca.or.jp/

観測協力者データ：京都府地球温暖化防止推進員42名、龍谷大学学生・職員10名、園部高校学生5人、一般1名で、総勢58人
観測地点データ　：73地点　開花日地点54地点、満開日地点64地点

今年もやります、カエデ紅葉日調査

市民の手で生物季節観測を続けよ う！

78：3月19日
80：3月21日
85：3月26日  
90：3月31日
95：4月  5日

2013年ソメイヨシノ開花日2013年サクラの開花調査報告


